
ふるさとは世界遺産 in 﨑津 地域風土計画研究室 

 
≪整備の目的≫ 
 国指定重要文化的景観である「天草市﨑津・今富の文化的景観」の構成要素と関連が深い紋
付屋旅館跡地を、﨑津の歴史や風土を感じながら、来訪者や地域住民が憩い・交流できる広場
とすること。 

≪計画地の概要≫ 

紋付屋旅館とは？ 
 昭和〇〇年まで実際に営業していた海に玄関を向けた宿。 
江戸期には廻船、昭和初期には小型汽船がそのまま宿の敷
地に横づけになって出入りしていました。現在は﨑津集落
内のオープンスペース（自由な空間）として、主に休憩等
に利用されています。 

 
≪﨑津観光交流広場(紋付屋跡地)利活用ワークショップ≫ 
 﨑津観光交流広場(紋付屋跡地)の整備にあたり、地域住民や来訪者にとってよりよい広場とする
ために、整備の基本計画を作成し、行政と地域住民の合意形成を目的に行います。 
 その際、立場の異なる様々な主体が協力し、それぞれができることを考えることで、計画に地域
の意見を反映させるだけでなく、管理の仕組みや具体的な利活用の検討が可能となり、広場に対す
る愛着を育み、整備後の継続的な運営・管理が期待されます。 
 
 現在までに、5回のワークショップ（WS）と度重なる現地調査や専門家同士の意見交換会等が実
施されています。 
 研究室に所属する学生の役割としては、主に研究室の先生と一緒にワークショップの内容作成や
現地調査を行います。また、実際にワークショップに参加し、ファシリテーターとして、行政と地
域住民の橋渡し的な役割を担い、学生ならではの意見を求められています。 

面積:約700㎡ 

昭和20年代の紋付屋旅館 現在の対岸からの様子 現在の紋付屋跡地の様子 

第4回ワークショップ → 基本計画（案）の確認 第3回WS → 具体的な利用案づくり 第5回ワークショップ → 基本計画（案）の仮決定 

≪﨑津集落とは≫ 
 﨑津集落は、羊角湾に面した潜伏キリシタンの里として知られて
おり、田中研究室としても創設当初から関わってきました。 
 2013年には、文化財保護法に基づき「天草市﨑津・今富の文化的
景観」の名称で国指定重要文化的景観として選定されました。 
 昨年2016年には、﨑津集落を含む長崎の教会群とキリスト教関連
遺産の構成資産が世界遺産登録審査予定でしたが、ICOMOSから
「推薦内容を禁教期重視に見直すべき」という中間報告を受けたこ
とで、推薦は一時取り下げられ、世界遺産の登録が見送られました。 
 しかし、2018年6月30日に「長崎と天草地方の潜伏キリシタン関連
遺産」の名称で、念願の世界遺産への登録を果たしました。 

現在の﨑津教会の様子 

第1・2回ワークショップ → 意見の抽出・共有 

ワークショップの様子 

 第3回WSでは、第1・2回WSの意見をふまえて「﨑津でやり
たい4つの活動」に分かれて話し合いました。 

 第4回WSでは、過去に3回実施されたWSで出た意見を基に、3
つの視点から6つの案を作成し、それぞれの案の説明を行政側から
地域住民側にした後、参加者全員で意見交換を行いました。 

説明の様子 

 第5回WSでは、第4回WSで決定した内容をふまえて、私たち
田中研究室と星野（景観デザイン）研究室が合同で作成した模
型を使用して説明を行い、意見交換を通して基本計画（案）を
仮決定しました。 

≪第5回WSにおける意見・検討事項≫ 

≪模型原案≫ 

研究室の活動紹介 ～﨑津編～ 地域風土計画研究室 


